












Interdisciplinarity of Japanese Studies
シリーズ 国際シンポジウム ; 53


































































































つまり、造船費用 1万両余と雑費 2万両余は 2頭の象を暹羅から日本まで運搬する費用






































ンク（Junk）である。そのサイズは、長さが 38.8m、幅が 6.06m、深さが 4.24mである。
象用部屋は 7.88m×3.3mのスペースである。象はその中で 37日間留め置かれたのであ
る。松浦章氏の研究によると、ジャンクは 16～ 19世紀に海上貿易でよく活用され、そ










 1間は 6尺、およそ 1.8m。よって、4間は 7.2ｍに相当する。
18 近藤守重、前掲書、22頁。
19 近藤守重、前掲書、28頁。
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